
東京での研修

サミット会場で

祝賀会であいさつ

1 2月松江市議会
　１２月３日から１２月１９日までの会期

の１２月定例議会。追加提案のあった期

末勤勉手当を引き上げる条例改正案な

ど６５議案を可決・了承しました。このう

ち、議員提出議案「危険ドラッグの根絶

に向けた総合的な対策の強化を求める

意見書について」は全員挙手で可決し

ました。また共産党議員団から提出され

た「米価の安定対策を求める意見書に

ついて」は挙手少数で否決されました。

これは既に国において対策が取られて

いるための判断があったものです。そし

て、野々内が委員長を務める教育民生

委員会から提出した議案「軽度外傷性

脳損傷に係る周知及びその受傷者に対

する適切な支援の推進を求める意見書

について」は、全員挙手で可決しました。

（予算金額や提出議案の詳細は市ホー

ムページや市報等をご覧ください）
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ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりをし
ていきましょう。この度後援会だよりvol.14を発行いたしま
したので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

最 近 の 活 動から
原子力発電所立地議会サミットに参加しました音楽ライブでのボランティア

万葉の歌人・門部王の歌碑建立50周年の記念祭

　万葉の歌人・門部(かどべの)王(おお
きみ)の和歌を刻んだ歌碑が昭和３９年
に建立されて５０周年の記念祭を開
催。歌碑のある阿太加夜神社境内の
「面足山(おもたるやま)万葉公園」で記念祭、市向地区集会所で
祝賀会を行いました。面足山万葉公園を守る会会長として記念
冊子の編集などに追われていましたが、ハレの日を迎えました。

　１１月１８日・１９日に東京で開催の「第
９回原子力発電所立地議会サミット」に行
きました。このサミット、２年に１回の開催
で、野々内は２回目の参加となりました。
　基調講演では、経済産業省大臣官房審
議官が、海外からの化石燃料の依存度が総発電電力量の８８％
に増加し、燃料輸入額の増加は電気料金の高騰に直結し、さら
に地球温暖化に悪影響を及ぼしている現状を話されました。ま
た、我が国の発電電力量に占める再生可能エネルギーの割合
は１０．７％であり、他方、水力を除けば２．２％程度しかなく、今
後、風力、地熱等の拡大余地があることも明らかにしました。
　原発依存度については、省エネルギー・再生可能エネルギー
の導入や火力発電所の効率化などにより、可能な限り低減させ
るという方針のもとで、過渡的エネルギーとしての原子力発電
への理解が、自分なりに一つ進んだように思います。

　西日本をリレー形式で開催される音楽イベント「ウエス
ト･ミュージック･ジャンボリー」。山陰初のライブを１０月に
米子と松江で開催しました。実施
主体の山陰ミュージックジャンボ
リー実行委員長を務める野々内
は、開会のあいさつなどボラン
ティアとして運営に汗しました。

会派の視察研修で最新情報を学習

　１０月２９日から３１日まで、松江市議会松政クラブの部
会視察研修に参加しました。東京都八王子市では、「災害
時石油ガス等供給・利用インフラ整備事業」を活用した
発電装置を視察。東京では、国の担当管理職から、松江
市で検討中の「中核市」の研修、国の施策が注目されて
いる「地方創生」を研修しました。
　埼玉県所沢市では「中核市への対応」についての研
修。所沢市は中核市要件に当てはまるものの移行してい

ない自治体です。その事
情や隠された想定外の事
務の可能性など、まだま
だ検討を深めて判断する
必要があると感じました。

ホームページを開設しています。
ブログもやっています。
お気軽にケイタイからご覧いた
だけます。

後援会のお知らせ

ののうち
まこと
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m a k o t om a k o t o

ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。

後 援 会 だ よ り
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「知りたい」と「伝えたい」
　市民の皆さんが求める行政の知りたいこと、議員が考える伝えたいこと、出来るだ

けミスマッチがないようにしなければなりません。

　また、議員が毎日何を考え行動しているか、市民の皆さんに伝える必要があると

思っています。議員は市民の皆様の代弁者として議会などで発言していくので、そ

の考え方や行動は市民の皆さんと共用すべきと考えています。

　このことから、後援会だよりの発行や、インターネットのホームページやブログ

による発信にも努めています。ブログは、1月13日に来訪者が２万人を超

えました。結構時間を要する作業ですが、“読んでいるよ”“見ている

よ”と皆さんからよく声をかけていただきます。とてもうれしいこと

で、励みになっています。

　一方で、機会あるごとに市民の皆さんとの対話や意見を聞

くことにも努めていきます。

　まちの将来、税金の有効活用、住みよい生活のための

事業実施など、知りたい情報に対し、政策提案やきちっ

とした判断で、まちをよい方向に導いて行きたいと

考えています。今年も、双方向で“知りたいこと”を

わかりやすく“伝えていきたい”と思っています。

音楽イベントで活動



2
月
議
会
予
定

3
日（
火
）一
般
質
問

20
日（
金
）予
算
特
別
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告
・
採
決
）

4
日（
水
）一
般
質
問
・
議
案
質
疑
・

委
員
会
付
託

5
日（
木
）予
算
特
別
委
員
会

（
質
疑･

分
科
会
委
託
）

25
日（
水
）本
会
議

　

 

地
域
創
生
に
関
連
し
た

　

新
た
な
交
付
金
に
つ
い
て

　

地
方
創
生
に
取
り
組
む
自
治
体
を

支
援
す
る
た
め
、国
で
は
新
た
な
交
付

金
制
度
を
創
設
す
る
動
き
が
あ
り
ま

す
が
、こ
の
新
交
付
金
が
明
ら
か
に

な
っ
た
時
、予
め
想
定
し
た
ソ
フ
ト
事

業
の
中
か
ら
速
や
か
に
選
択
し
、財
政

的
に
も
有
利
な
方
に
振
り
替
え
す
る

な
ど
、効
果
的
な
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
肝
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、本
市
に
お
け
る
地
方
創

生
の
考
え
方
と
、想
定
し
て
い
る
ソ
フ

ト
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

星
野
政
策
部
長 

地
方
版
総
合
戦
略
を

平
成
27
年
度
中
に
作
成
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
の
際
、人
口
対
策
は
広
域

で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。中
海・宍
道
湖
圏
域
の
5
市
で
連
携

し
て
取
り
組
む
べ
き
分

野
に
つ
い
て
は
、統
一
し
た
戦
略
を

策
定
で
き
る
よ
う
、各
市
と
精
力
的
に

協
議
調
整
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
ソ
フ
ト
事
業
に
つい
て
は
、地

方
版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
中
で
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

共
創
・
協
働
の

　

 

ま
ち
づ
く
り
を

　

 

ど
う
進
め
る
考
え
か

　

本
市
は「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
て
そ
の
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
に
10
月
に
研
修

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
研

修
会
で
講
師
が
所
属
す
る
組
織
が
ま

と
め
た
協
働
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、松
江

市
は
46
自
治
体
の
う
ち
45
位
と
い
う

最
悪
の
結
果
か
ら
、「
松
江
市
に
お
け

る
協
働
事
業
は
、管
理
職
が
止
め
て

い
な
い
か
」
と
い
う
厳
し
い
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
、本
市
は
協
働
が

定
義
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も

さ
れ
ま
し
た
。本
市
の
共
創
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
考
え
か

伺
い
ま
す
。

三
島
市
民
部
長　

事
業
や
市
民
生
活
に

直
結
し
て
い
る
人
た
ち
の
意
見
を
反
映

さ
せ
な
い
と
、本
当
の
意
味
で
の
松
江
ら

し
さ
が
出
来
上
が
っ
て
こ
な
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。今
後
、共
創
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
や
共
創
事
業
の
ル
ー
ル
づ

く
り
を
早
急
に
行
っ
て
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

 

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の

　
 

活
用
に
つ
い
て

　

任
意
の
消
防
団
Ｏ
Ｂ
組
織
が
玉
湯
や

宍
道
に
あ
り
、全
市
へ
の
拡
大
を
期
待

し
て
い
ま
す
。地
域
防
災
力
の
ア
ッ
プ
の

た
め
に
、一
定
の
知
識
を
有
し
地
元
を
熟

知
す
る
消
防
団
Ｏ
Ｂ
を
活
用
し
、自
主

防
災
組
織
と
連
携
す
る
消
防
団
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
地
域
組
織「
防
災
支
援
協
力
隊
」

を
設
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

小
川
防
災
安
全
部
長　

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
に
は
、現
在
も
各
自
主
防
災
組
織

で
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
い
組
織
の

活
性
化
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
多
く
の
方
に
自
主
防
災

組
織
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
で
は
、地
域
防
災
指
導
員

制
度
を
設
け
、消
防
団・消
防
職
員・警

察
官
・
自
衛
官
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
に
指
導
員

と
な
っ
て
い
た
だ
き
、防
災
に
関
す
る
知

識
の
普
及
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成

強
化
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

多
く
の
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
自
主

防
災
組
織
の
構
成
員
と
し
て
、実
践
力

あ
る
組
織
育
成
の
た
め
の一
翼
を
担
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、防
災
指
導
員
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

 

電
気
自
動
車
の

　

 

軽
ト
ラ
ッ
ク
等
の

　

 

購
入
に
、助
成
制
度
を

　

中
山
間
地
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

閉
店
が
相
次
ぎ
、燃
料
の
購
入
が
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。中
山
間
地
の
高
齢

者
を
対
象
に
、電
気
自
動
車
の
軽
ト

ラ
ッ
ク
購
入
に
際
し
て
、試
行
制
度
を

含
め
て
、市
の
助
成
制
度
の
創
設
を
検

討
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

星
野
政
策
部
長 

電
気
自
動
車
な
ど
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
を
購
入
さ

れ
る
場
合
は
、購
入
費
用
の一
部
を
国
が

補
助
す
る
制
度
が
あ
り
、こ
の
制
度
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。一
方
で
、市
内
周
辺
部
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
は
、平
成
23
年
の
消
防
法
改
正
後

６
店
舗
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
、そ
の
影
響

を
調
べ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

産
業
振
興
の

　

 

拠
点
整
備
に
つ
い
て

　

中
海
干
拓
地
の
東
出
雲
工
業
団
地

の
西
側
、し
ま
ね
農
業
振
興
公
社
が
所

有
す
る
元
暫
定
た
め
池
７．５
ヘ
ク
タ
ー
ル

は
、優
れ
た
立
地
に
あ
り
ま
す
。市
が
一

体
と
し
て
買
い
上
げ
、工
業
団
地
と
し

て
活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、市

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

松
浦
市
長 

こ
の
土
地
に
つ
い
て
は
、合

併
の
際
も
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
私
も
現
地
を
見
ま
し
た
し
、い
ろ

い
ろ
検
討
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
場
所

は
適
地
で
あ
り
非
常
に
広
い
の
で
、一つ

の
会
社
に
売
っ
て
も
い
い
し
、い
ろ
い
ろ
な

利
用
の
仕
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。周

辺
部
は
事
業
所
の
集
積
が
あ
り
、関
連

の
深
い
企
業
が
来
れ
ば
効
果
も
上
が
っ

て
い
く
と
考
え
て
お
り
、今
後
、ご
指
摘

が
あ
る
よ
う
な
土
地
の
取
得
に
向
け

検
討
に
着
手
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

 

硬
式
野
球
場
の

　

 

整
備
に
つ
い
て

　

市
内
に
は
、島
根
県
唯
一
の
社
会
人

硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、結
成
か
ら

5
年
目
の「
Ｍ
Ｊ
Ｇ
島
根
硬
式
野
球
ク

ラ
ブ
」で
、若
者
定
住
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。し
か
し
、硬
式
野
球
が
行
え

る
球
場
が
少
な
く
、関
係
者
は
会
場
探

し
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、野
球
場
の
あ
る
公
園
で
、一

定
の
駐
車
台
数
の
あ
る
駐
車
場
を
有

し
、児
童
遊
園
な
ど
周
辺
施
設
の
危
険

が
少
な
い
所
を
選
択
す
る
と
、東
出
雲

中
央
公
園
野
球
場
が
候
補
に
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、こ
の
球
場
は
、バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
や
フ
ェ
ン
ス
を
高
く
す
る
こ
と
で
硬

式
野
球
が
で
き
る
球
場
と
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。東
出
雲
中
央
公
園
野
球

場
を
硬
式
野
球
場
に
整
備
で
き
な
い

か
伺
い
ま
す
。

安
部
副
教
育
長 

硬
式
野
球
と
軟
式
野

球
で
、利
用
で
き
る
野
球
場
の
規
格
に
つ

い
て
は
特
段
の
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ボ
ー
ル
が
場
外
に
飛
び
出
し
た
場
合
の
安

全
性
を
考
慮
し
て
、施
設
管
理
者
が
硬

式
で
の
利
用
に
つい
て一定
の
制
限
を
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。東
出
雲
中
央
公
園

野
球
場
は
、フェン
ス
の
高
さ
等
の
安
全
性

を
考
え

て
、硬
式

に
つい
て
は

中
学
生
以

下
の
利
用

に
制
限
し

て
い
る
状

況
で
す
。

　

市
内
や
近
隣
で
の
硬
式
野
球
が
で

き
る
野
球
場
は
何
ヶ
所
か
あ
り
ま
す
の

で
、現
段
階
で
の
整
備
は
予
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、今
後
、公
共
施
設
の
適
正

化
方
針
に
基
づ
き
社
会
体
育
施
設
の

整
備
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、整
備
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
一
般
質
問
と
そ
の
回
答
の
全
文
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

元暫定ため池7.5ヘクタールは工業団地として取得を検討

東出雲中央公園野球場

　

野
々
内
は
、１２
月
定
例
市
議

会
で
も
連
続
１３
回
目
の
一
般
質

問
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
般
質
問

Q

Q Q

Q

Q

Q

25
日（
水
）

2
月

本
会
議
・

予
算
特
別
委
員
会

13
日（
金
）

〜
17
日（
火
）建
設
環
境
委
員
会

12
日（
木
）

13
日（
金
）経
済
委
員
会

2
日（
月
）一
般
質
問

3
月

10
日（
火
）

11
日（
水
）教
育
民
生
委
員
会

6
日（
金
）

9
日（
月
）総
務
委
員
会

（※共創･･･さまざまな分野の人と、企画段階から知恵やアイディアを出し合い、新たな価値を共に創出すること）

※


